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議
決
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案

V
五
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出

の
総
額
に
二
億
八
千
八
百
三
十
二
万
六

千
円
を
追
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
額
を

七
十
九
億
六
千
一
万
六
千
円
と
す
る
も

の
で
そ
の
主
な
内
容
は
、

総
務
費
で
は
、

用
途
廃
止
に
な
り
ま...六月定例市議会から

し
た
市
営
住
宅
及
び
旧
上
口
保
育
園
の

跡
地
利
用
を
考
慮
し
、
取
り
こ
わ
し
経

費
(
百
五
十
三
万
円
)
を
計
上
し
ま
し

た
民
生
費
で
は
、

新
ら
た
に
在
宅
虚
弱

老
人
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
し
て
、

デ

1
サ
ー
ビ
ス
建
設
事
業
費
七
千
三
百

七
万
八
千
円
を
計
上
し
、
ま
た
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
と

し
て
、

一
千
五
百
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
衛
生
費
で
は
、

水
道
事
業
会
計
へ
の

貸
付
金
と
し
て
一
千
七
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

島
林
水
産
業
費
で
は
、
新
農
業
構
造
改

善
事
業
の
事
業
内
容
の
変
更
に
よ
る
認

承
増
三
千
五
百
八
十
八
万
一
千
円
と
園

芸
特
産
振
興
の
た
め
の
育
成
事
業
費
と

し
て
、
二
百
九
十
八
万
一
千
円
を
計
上

し
、
ま
た
去
る
三
月
三
十
日
に
発
生
し

ま
し
た
強
風
水
害
等
に
よ
る
園
芸
施
設

及
び
漁
具
施
設
の
被
害
者
に
対
し
て
、

助
成
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

商
工
費
で
は
、

県
・
民
俗
文
化
財
の

指
定
を
受
け
て
い
る
、

「た
て
も
ん
」
が

日
本
ま
つ
り
に
出
場
し
ま
す
の
で
、
こ

の
助
成
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、

道
路
の
新
設
改
良
費

と
し
て
、
三
千
万
円
と
、
国
庫
補
助
事

業
で
は
、
新
規
事
業
と
し
て
、
市
道
三

ケ
宮
津
線
の
改
良
事
業
費
二
千
二
百
一

万
円
の
認
承
な
ど
を
計
上
し
、
ま
た
加

積
地
区
都
市
計
画
事
業
費
等
に
一
千
八

百
十
一
万
四
千
円
を
追
加
計
上
し
ま
し

た
教
育
費
で
は
、

市
野
球
場
及
び
洗
足

学
園
魚
津
短
期
大
学
等
の
用
地
費
は
、

市
開
発
公
社
へ
の
買
収
費
を
計
画
的
に

執
行
す
る
こ
と
に
し
、
そ
の
初
年
度
分

と
し
て
、
三
千
七
百
二
十
四
万
九
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
陸
自
動

車
道
の
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
の
調

査
費
六
百
三
十
七
万
円
と
、
室
内
温
水
戸

プ
l
ル
前
庭
環
境
整
備
事
業
費
と
し
て
、
一

二
百
万
円
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。
.

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
分
担
金
、
国

・

一

県
支
出
金
、
財
産
収
入
、
寄
付
金
、
繰

~

越
金
、
諸
収
入
及
び
地
方
債
を
充
当
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

V
五
十
四
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

V
五
十
四
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

V
五
十
四
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
V
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

V
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

V
農
業
共
済
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

V
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

V
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

V
市
有
地
の
処
分
に
つ
い
て

V
財
団
法
人
魚
津
市
開
発
公
社
事
業
計

画
書
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に
つ
い

て
V
五
十
三
年
度
継
続
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

V
魚
津
市
営
住
宅
道
下
団
地
新
築
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

(2) 

選
挙
の
知
識

No.2 

三
、
不
在
者
投
票

投
票
日
に
、
正
当
な
理
由
が
あ
っ
て

投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
選
挙
当
日
投
票
主
義

の
例
外
と
し
て
、
投
票
日
前
に
あ
ら
か

じ
め
投
票
す
る
、
不
在
者
投
票
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

。

不
在
者
投
票
を
す
る
理
由
が
あ
る

・力
不
在
者
投
票
を
す
る
た
め
に
は
、
次

の
よ
う
な
理
由
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
該

当
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ω
選
挙
人
が
そ
の
属
す
る
投
票
区
の

区
域
外
で
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事

中
で
あ
る
場
合
。

ω
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務
ま

た
は
事
故
の
た
め
そ
の
属
す
る
投
票

区
の
あ
る
市
町
村
の
区
域
外
に
旅
行

中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る
場
合
。

ω
選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、

老
衰
、
不
具
あ
る
い
は
産
じ
よ
く
に持恒

岨

《
次
頁
へ
続
く
》
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魚
津
駅
前
地
区

加
積
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
完
成

火
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
に
引

続
き
、
市
の
表
玄
関
と
も
い
う
べ
き
国

鉄
魚
津
駅
を
中
心
に
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

(
約
二
十
万
坪
)
の
地
区
を
近
代
都
市

の
基
盤
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
土
地
区

画
整
理
事
業
は
、
三
十
八
年
か
ら
着
手

し
、
十
六
年
の
歳
月
と
約
二
十
五
億
の

巨
費
を
投
じ
今
年
三
月
で
よ
う
や
く
全

事
業
の
完
成
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
同
地
区
の
面
目

を
一
新
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
事
業
の

完
成
を
祝
っ
て
六
月
二
十

六
日
、
魚
津
市
農
協
会
館

四
階
大
ホ
l
ル
で
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
同
式
典
に
は
事
業
の

完
成
に
多
大
な
ご
協
力
を

し
て
い
た
だ
い
た
魚
津
駅

前
、
加
積
両
地
区
の
区
画

整
理
審
議
委
員

・
同
経
験

者
二
十
七
名
の
方
に
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。

企
農
協
会
館
で
の
記
念
式
典

G2冨型産，
市政の動き(6月定例市議会〉…2

選挙の知識No2・………・………2

魚津駅前地区 ・加積地区

土地区画整理事業完成……3

市の財政状況 (53年度下半期〉

・・4-----5 

水道事業の業務状況……………6

魚津まつりの日程と行事………6

1上むを得ない国保税の値上げ…ア

第20固老人福祉大会…… H ・H ・-ー ア

中央公民館から...・ H ・-……・……8

エネルギ一節減のお願い…・・…・9

54年度請負工事発注状況....・ H ・.9

みんなのだいいく・...........10........11

みんなのねんきん...........・・・・・・・12

あなだと図書館・....................13 

保健だより............・・・・・・・・・14-----15
お知らせ.....................・・・16-----17

ふるさとの文化財(28)…..........・・18
土地区画整理事業完成図

表紙・こどもたちとともに

ヘあ
る
た
め
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ

る
場
合
ま
た
は
監
獄
、
少
年
院
あ
る

い
は
婦
人
補
導
院
に
収
容
中
で
あ
る

場
合
。

ω
交
通
至
難
の
島
そ
の
他
の
特
定
地

域
に
お
い
て
転
務
あ
る
い
は
業
務
に

従
事
中
で
あ
る
場
合
。

ω
選
挙
人
が
そ
の
属
す
る
投
票
区
の

区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
の
議
会
の

議
員
の
選
挙
区
の
区
域
外
の
住
所
に

居
住
中
で
あ
る
場
合
。

。
不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間
は
、
選

挙
の
期
日
の
公
示
(
告
示
)
の
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で
。
し
か
し
旅
行
先

や
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

は
、
投
票
日
ま
で
に
そ
の
選
挙
人
が
属

す
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
到

達
し
な
い
と
無
効
に
な
り
ま
す
か
ら
、

郵
送
期
間
を
考
慮
し
て
不
在
者
投
票
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
時
間
は
毎
日
(
日
曜
、
祝
祭

日
の
区
別
な
く
)
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
。

裕美子

「ょうちゃん外へ行こうり狭い園

舎から広い道下児童公園を求めて

子供たちは、元気に飛びだして行

きます。

虫つかみ、かけっこ、ド ッチボ

ール、鉄棒と取り組み魚形遊具は

時には 「潜水鑑」となり、心に描

いた創造の世界へと発展し、友だ

ちとのつながりを深めていきます。

活動的な子供たちの欲求を満し

ながら 、体づくりにつとめる園に

とって、木かげのある公園は、貴

重な保育の場でもあります。

今日も 、子供たちと一緒に駆け

回りながら 、私達は子供たちのす

こやかな成長を願っています。

(3) 

道下保育園

保母 浜浦
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市
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
か
を

一
年
に
二
回
市
民

の
み
な
さ
ん
に
、
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
条
例
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
五
十
三
年
度
予
算
の
五
十

三
年
十
月
一
日
か
ら
五
十
四
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
期
間
の
執
行
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

五
十
三
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
七
十
億
四
百
七
十
万
円
で
五
十
三

年
十
月
か
ら
五
十
四
年
三
月
ま
で
の
下

半
期
で
急
を
要
す
る
経
費
や
建
設
事
業

費
を
三
回
に
わ
た
っ
て
一
億
二
千
二
百

一
万
円
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。

さ
き
に
公
表
し
た
上
半
期
分
の
補
正

額
を
加
え
る
と
七
十
六
億
三
百
七
十
六

万
円
に
な
り
ま
し
た
。
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補
正
の
主
な
も
の

坪
野
小
学
校
校
舎
危
険
改
築
事
業
費

四
千
五
百
六
十
万
円
、
東
部
中
学
校
校

舎
危
険
改
築
事
業
費
六
千
七
百
三
十
万

円
、
水
田
利
用
再
編
対
策
費
二
千
八
百
九

十
一万
円
、
県
単
土
地
改
良
事
業
費
一千

百
七
十
五
万
円
、
経
団
漁
港
修
築
事
業

費
一
千
百
二
十
万
円
、
道
路
新
設
改
良

事
業
費
一

千
万
円
、
除
雪
対
策
費

一
千

五
百
万
円
、
仏
国
踏
切
改
良
事
業
費
一

千
四
百
二
十
八
万
円
、
そ
の
他
人
事
院

% 

収
入

・
支
出
割
合

鑑

顕

収
入
支
出
済
額

門

U
予

算

勧
告
に
よ
る
人
件
費
な
ど
が
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

費
一
千
四
百
五
十
六
万
円
、
金
山
谷
北

山
線
・
慶
野
湯
上
線
道
路
改
良
事
業
費

六
千
六
百
五
十
六
万
円
、
街
路
事
業
費

二
千
二
百
八
十
九
万
円
、
農
林
災
害
復

旧
事
業
費
二
千
六
百
十
二
万
円
が
減
額

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、

三
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

書真

3円12円

一時借入金の状況

借入済 借入先 借入期間

200，000，0。♂ 北陸銀行 54.1.26- I 

54.5.30 I 

150，000，000 北陸銀行 54.2.26-

54.5.30 

100，000，000 北陸銀行 54.3.26-

54.5.30 1 

(4) 

40円

121円

156円

467円
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企建設中の坪野小学校舎

市有財産の状況

市 債 の 状 況

教育償 7f意6，162万円

土木債 5憶2，665万円

縁故債 4憶5，900万円

農林水産業債6，908方円 県貸付金 5，993万円

財政対策償 6，510万円 火災復旧債 3，580万円

特別地方債 6，487万円転貸債 256万円

消防債6，360万円

/土地 建物

¥ 

526，704m2 

ち塁手f
有価証券その他

51，885千円

長立金

123，911m2 

正悟
基金

399，576千円

ィ雪む
守註:グ

特別会計予算執行状況 (3月末)

会計区分 予 算額
執行状況

収入済額収入割合支出済額支出割合
万円 万円 % 万円 % 

下水 道事業 686 538 78.4 522 76.1 

簡易水道事業 1，448 1，297 89.6 1，379 95.2 

国民健康保険事業 13也5，556 12億7，512 94.1 11ft2，666 83.1 

農業共済 事 業 l低1，489 1ft 1，512 100.2 9，179 79.9 

言十 14低9，179 14!tO，859 94.4 12偉3，746 83.0 

市債総額 28億 1，295万円
住民|人当り負担額 56，705円

北陸銀行 5憶1，962万円

郵政省 5憶6，312万円

大 蔵 省 13憶8，407万円

歳入 一般会計費目別予算執行状況 (3月末)

区 分 予算額 収入済額 収入割合 区 分 予算額 支出済額

万円 万円 % 万円 万円

市 税 20偲0，788 20ft2，006 100.6 教 育 費 15{!2，891 12!t5，790 

国庫 支 出 金 15ft8，026 14健1，985 89.8 民 生 費 14億6，589 13{!1，410 

地方 交付税 12億4，566 13ft9，872 112.3 土 木 費 12偉7，161 10!tO，239 

市 {貴 9億8，950 4，270 4.3 総 務 費 10{!2，615 9{!5，298 

県 支 出 金 6!tO，516 4!t8，352 79.9 農林水産業費 9!t3，163 7億5，860

繰 越 金 4億0，757 4ftO，757 100.0 ノ~ {貴 費 3{!5，448 3億2，981

員オ 産 収 入 8，341 8，342 100.0 商 工 費 2ft4，295 1億9，765

地方 譲 与 税 5，100 5，986 117.4 衛 生 費 2ft3，066 2億1，048

自動車取得税交付金 5，100 6，644 130.3 消 防 費 1ft5，766 1億4，107

諸 4~ 入 2ft1，453 1(!0，827 50.5 災害復 |日 費 1ft3，194 1億0，530

分 担金及び負担金 2ft 1 ，000 1ft7，559 83.6 議 ~ 費 1ft2，124 l億2，008

使用料及び手数料 l也2，034 1億1，728 97.5 労 働 費 1ft1，924 1{章1，374

娯楽施設利用税交付金 1，500 1，567 104.5 諸 支 出 金 1，840 502 

寄 附 金 1，318 1，371 104.0 予 {蒲 費 300 

交通安全対策特別交付金 927 927 100.0 

計 76ftO，376 64{!2，193 84.5 計 76ftO，376 65{車0，912

(5) 

歳出

支出割合

% 

82.3 

89.6 

78.8 

92.9 

81.4 

93.0 

81.4 

91.3 

89.5 

79.8 

99.0 

95.4 

27.3 

85.6 
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差
引
四
百
九
十
四
万
円
の
欠
損
と
な
り
、

繰
越
欠
損
金
一
千
六
百
八
十
一
万
円
と

合
わ
せ
て
五
十
三
年
度
末
の
累
積
欠
損

金
は
二
千
百
七
十
五
万
円
と
な
っ
た
。

五
十
三
年
度
下
半
期
に
お
け
る
主
な

実
施
工
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

マ
出
、
升
回
線
配
水
管
布
設
工
事

七
二
O
万
円

マ
慶
野
、
湯
上
線
配
水
管
布
設
工
事

(
一
工
区
)
一

、三
二
五
万
円

(
二
工
区
)
一

、
一
四
五
万
円

マ
印
回
大
海
寺
野
線
配
水
管
布
設
工
事

二
九
三
万
円

マ
都
計
三
二
号
線
配
水
管
布
設
工
事

一
O
九
万
円

マ
臨
港
線
配
水
管
布
設
工
事

九
六
万
円

マ
慶
野
湯
上
線
舗
装
復
旧
工
事

三
七
七
万
円

水
道
事
業
の
業
務
状
況

副
劉
酬
相
官
劃
ト

水
道
事
業
の
業
務
状
況
を
次
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

一
、
業
務
状
況
(
=
百
末
現
在
)

O
給

水

人

口

三

一

、
七
三

O
人

O
給

水

戸

数

八

、
一
三
六
戸

0
総
配
水
量
四
、
五

O
五、

O
一
六
耐

0
総
給
水
量
三
、

O
四
七
、
三
二
八
川

0
有

収

率

六

三

、
七

%

二
、
経
理
状
況

五
十
三
年
度
末
に
お
け
る
損
益
勘
定

の
収
支
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。
収
益
で
は
水
道
料
金
や
受
託
工

事
収
入
等
で
、

一
億
八
千
九
百
七
十
三

万
円
と
な
り
、

一
方
費
用
で
は
、
配
水

給
水
費
、
人
件
費
、
支
払
利
息
等
で
、

一
億
九
千
四
百
六
十
七
万
円
と
な
り
、

メーターボックスの中はときどきそうじ

をして清潔にしておきましょう 。

三
、
建
設
改
良
工
事

昭和53年度損益収支状況(単位 :千円)

収 支
対予す算る額割に合区 分 予算 額

上半期 下半期 5十

給 水収 益 157，969 79，882 71，129 151，011 95.6% 

受 託工事収益 35，042 11，185 24，016 35，201 100.4% 

その他の収益 3，833 1，807 1，707 3，514 91.7% 

収益合 言十 196，844 92，874 96，852 189，726 96.4% 

原水及び浄水質 20，324 8，292 10，803 19，095 93.9% 

配水及び給水費 18，316 7，622 10，694 18，316 100.0% 

受 託 工事費 30，115 9，601 20，432 30，033 99.7% 

総 係 費 69，403 31，835 37.238 69，073 99.5% 

減 価 償却費 23，347 。23，347 23，347 100.0% 

支払利 息 31，068 14，543 16，382 30，925 99.5% 

その他の費用 4，271 3，560 319 3，879 90.8% 

費用合 言十 196，844 75，453 119，215 194，668 98.9% 

(う ち職員給与費) (58，039) (27，425) (30，364) (57，789) 99.6% 

差 ヲ| 。17，421 ム22，363 ム4，942

*
遁
ミ
=
刻
イ
ド

水
道
メ
ー
タ
ー
と
検
針

水
道
使
用
料
金
を
よ
り
適
正
に

能
率
よ
く
正
確
に
計
量
す
る
た
め

に
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
お
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
を
と

き
ど
き
掃
除
を
し
、
清
潔
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
飼
犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ

ツ
ク
ス
か
ら
離
れ
て
つ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
住
宅
の
増
改
築
な
ど
で
メ
ー
タ

ー
が
床
下
や
構
造
物
の
下
に
な

ら
な
い
よ
う
に
屋
外
の
検
針
し

や
す
い
場
所
へ
移
動
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
は
必
ず
市
水
道

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(6) 

「
魚
津
ま
つ
り
」
の

日
程
と
行
事

夏
の
「
ま
つ
り
」
と
し
て
、
毎
年
市

こ
ぞ
っ
て
参
加
の
「
魚
津
ま
つ
り
」
も

今
年
で
十
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
魚
津

ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
行
事
の
日
程
が

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

八
月
六
日
制

マ
三
市
二
郡
実
業
団
相
撲
大
会

八
月
七
日

ω

マ
K
N
B
民
謡
の
つ
ど
い

マ
経
由
七
夕
ま
つ
り

マ
た
て
も
ん
祭
り

マ
灯
ろ
う
流
し

八
月
八
日
側

マ
富
山
県
警
察
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド

(
予
定
)

マ
魚
津
工
業
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
パ
レ

l
l
u
p
 

マ
中
学
女
子
せ
り
込
み
蝶
六
街
流
し

マ
ヨ
ッ
ト
帆
走
パ
レ
ー
ド

マ
子
供
み
こ
し

マ
獅
子
舞

マ
一
般
せ
り
込
み
蝶
六
街
流
し

(
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
)

マ
た
て
も
ん
祭
り

八
月
九
日
同

マ
海
上
花
火
大
会

マ
盆
踊
り
大
会

な
お
、
当
日
の
場
所
、
お
よ
び
時
間

な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、
八
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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止
む
を
得
な
い
国
保
税
の
値
上
げ
/
-

ー
健
全
運
営
に
ご
協
力
を

1

市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
ふ
え

つ
づ
け
る
医
療
費
の
た
め
、
加
入
者
が

納
め
る
保
険
税
や
国
か
ら
の
補
助
金
だ

け
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
く
な
り
、
今

年
四
月
か
ら
保
険
税
を
一
一

・
一
パ
ー

セ
ン
ト
引
き
上
げ
て
国
保
の
健
全
運
営

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

V
今
年
の
国
保
税

本
年
度
の
予
算
所
要
見
込
み
税
は
、

五
億
六
千
三
百
八
万
三
千
円
に
対
し
、

昨
年
度
の
税
収
は
五
億
五
百
三
十
八
万

五
千
円
で
約
五
千
七
百
六
十
九
万
八
千

円
が
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
今
年
度
は
、
国
保
税
を
次
の

と
お
り
引
き
上
げ
て
国
保
財
政
の
健
全

化
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

V
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

ω税
率
等
の
改
正

正改fl< 正改樹I

プ7LZ分EσコT プP... 可分E0コE 戸f書斤SP手l 

右同じ O四百分σコ
遺書資JlJ 。

〈0，7ロL〉、ヨ6っ人きこ 均等書JlJ保者彼l検

目i諸問委

平世

等

制幣|

M
W
賦
課
限
度
額
の
改
正

地
方
税
法
第
七
百
三
条
の
四
の
改
正

で
今
ま
で
の
賊
課
限
度
額

『十
九
万
円

』
を

『三
十
二
万
円
』
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

V
ふ
え
つ
づ
け
る
医
療
費

医
療
費
は
放
っ
て
お
い
て
も
、
毎
年

一
O
%
前
後
ふ
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
自
然
増
と
い
う
も
の
で

す
。
そ
の
主
な
理
由
は
、

①
人
口
構
成
の
中
で
お
と
し
よ
り
の

占
め
る
割
合
が
急
速
に
ふ
え
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
お
と
し
よ
り
は
む
ず
か
し

い
病
気
を
色
々
抱
え
て
い
る
の
で
ど
う

し
て
も
医
療
費
は
か
さ
み
ま
す
。

②
医
学
が
進
歩
し
、
高
度
の
検
査
や

治
療
法
の
新
薬
が
ど
ん
ど
ん
保
険
に
採

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
。

③
治
療
期
間
の
長
び
く
成
人
病
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
。
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
医
療
費
の
伸
び
を

次
の
表
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

+
二
億
六
千
百
八
万

一
千
円

五
一
年

十
四
億
四
千
四
十
六
万
四
千
同

五
二
年

十
六
億
五
千
九
百
九
十
一
万
四
千
円

五
三
年

ち
な
み
に
五
十
三
年
度
で
は
一
人
平

均
一
年
間
で

『約
九
万
八
千
円
』
お
年

寄
り
は

『約
三
十
三
万
二
千
円
』
の
医

療
費
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
お

年
寄
り
以
外
の
人
の

『三

・
四
倍
』
に

あ
た
り
、
国
保
全
体
の
医
療
費
用
額
の

『ほ
ぼ
三
一
%
』

が
お
年
寄
り
の
医
療

費
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

V
医
療
費
で
き
ま
る
国
保
税

わ
た
く
し
た
ち
が
保
険
に
よ
る
診
察

を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
は
、
診
療
を

受
け
た
人
が
三
割
、
国
が
四

・
五
割
、

残
り
の
二

・
五
割
を
保
険
税
で
負
担
し

て
い
ま
す
。
か
り
に
医
療
費
が
十
万
円

か
か
っ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
診

療
を
受
け
た
本
人
が
三
万
円
(
一
部
負

担
金
)
を
直
接
お
医
者
さ
ん
に
支
払
い
、

残
り
七
万
円
を
後
日
市
が
お
医
者
さ
ん

へ
支
払
い
ま
す
。
こ
の
市
が
支
払
う
七

万
円
は
、
国
が
四
万
五
千
円
を
負
担
し

ま
す
が
、
残
り
二
万
五
千
円
は
皆
様
方

に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
で
賄
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
医
療
費
が
ふ
え
れ

ば
ふ
え
る
ほ
ど
、
保
険
税
も
ふ
え
る
建

前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

V
国
保
税
は
国
保
の
大
事
な
財
源
で
す
。

国
保
は
み
ん
な
が
出
し
合
っ
た
お
金

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
使
う

医
療
費
は

『国
保
税
』
だ
け
で
は
足
り

ず
、
国
や
県
や
市
の
補
助
を
加
え
て
や

っ
と
支
払
わ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
あ

な
た
の
支
払
う
国
保
税
が
な
け
れ
ば
市

の
国
保
は
運
営
し
て
行
け
ま
せ
ん
。
な

お
、
国
保
税
の
納
付
等
が
遅
れ
た
り
、

更
に
滞
納
が
続
け
ば
、
他
の
加
入
者
に

余
分
な
負
担
を
負
わ
せ
た
り
、
ま
た
、

納
付
率
が
低
い
と
国
の
補
助
金
が
減
ら

さ
れ
る
な
ど
、
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『国
保
税
』
は

必
ず
納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

。
参
考
ま
で
に
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん

が
、
五
十
三
年
度
に
納
付
さ
れ
た
保
険

税
を
加
入
者
一

人
当
り
に
割
当
ま
す
と

約
二
万
九
千
九
百
円
納
め
た
こ
と
に
な

り
、
市
が
五
十
三
年
度
中
医
療
費
と
し

て
支
払
い
し
た
一
人
当
り
の
額
は
約
六

万
八
千
六
百
円
と
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
そ
の
差
額
三
万
八
千
七
百
円
は
固

な
ど
の
補
助
金
で
賄
な
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

V
あ
な
た
の
健
康
は
あ
な
た
自
身
が
つ

く
る
も
の
で
す

あ
な
た
の
健
康
は
あ
な
た
自
身
が
つ

く
っ
て
い
く
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
健

康
管
理
は
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
も
っ

て
考
え
、
実
行
し
て
い
く
も
の
な
の
で

す
。
病
気
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
健
康

の
あ
り
が
た
さ
に
気
づ
く
よ
う
で
は
遅

す
ぎ
ま
す
。
健
康
な
身
体
を
作
る
こ
と

は
あ
な
た
の
し
あ
わ
せ
を
作
る
こ
と
に

通
じ
ま
す
。

第
初
回
老
人
福
祉
大
会

j
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
i

老
人
福
祉
大
会
が
今
年
で
二
十
回
を

迎
え
ま
し
た
。
会
員
相
互
の
親
睦
と
ク

ラ
ブ
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
に
一
人

で
も
多
く
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

老
人
も
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
い
つ
ま
で
も

心
身
と
も
に
健
や
か
で
充
実
し
た
生
活

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
み
ん

な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
七
月
二
十
日
(
金
)

午
後
一
時
開
会

場
所
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

当
日
は
、
高
齢
者
の
お
祝
い
状
、
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
感
謝
状
(
在
職
十

年
)
の
贈
呈
式
の
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
老
人
素
人
民
謡
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ぞ
っ
て
参
加

く
だ
さ
い
。

iJ 
111副司 セ 婿..  

判I込aちhιl
(7) 
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こ
の
度
、
中
央
公
民
館
で
は
、
趣
味

技
術
講
座
十
一
教
室
、
教
養
講
座
八
教

室
、
短
期
集
中
講
座
七
教
室
、
計
二
十

六
教
室
の
受
講
生
の
募
集
を
し
た
と
こ

ろ
、
驚
く
ほ
ど
多
数
の
市
民
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
私
ど
も
関
係
者
は
、

心

か
ら
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、
ぺ
ン
習
字
教
室
な
ど
は
、

定
員
二
十
名
の
と
こ
ろ
二
倍
の
四
十
名
に

し
て
打
切
り
に
し
ま
し
た
が
、
な
お
十

数
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
心
な
ら
ず
も
お
断
り
し
ま
し
た
。
そ

の
外
定
員
を
超
過
し
た
教
室
は
二
、
三

あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
度
の
応
募
者

は
全
部
で
二
百
五
十
名
も
の
多
き
に
達

し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
市
民
が
テ
レ
ビ
に
か

じ
り
つ
い
て
娯
楽
番
組
を
楽
し
ん
で
い

た
生
活
か
ら
離
れ
て
、
よ
り
教
養
的
な

文
化
的
な
、
も
の
を
求
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

教
室
は
、
五
月
中
に
開
講
式
を
終
り

六
月
に
入
っ
て
一
せ
い
に
勉
強
を
始
め
て

お
り
ま
す
。

公
民
館
の
生
徒
は
、
義
務
教
育
と
異

な
り
、
上
は
六
十
歳
以
上
の
方
か
ら
下

は
、
中
学
校
の
生
徒
ま
で
年
齢
の
点
で

大
き
な
差
が
あ
る
の
が
特
長
で
す
。

も
う
一
つ
の
特
長
は
、
皆
さ
ん
が
や

る
気
が
あ
っ
て
申
込
ん
だ
た
め
か
と
て

も
熱
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
熱
心
な
多
数
の
市
民
の

参
加
を
得
て
、
私
達
は
心
か
ら
感
激
し

感
謝
し
て
い
ま
す
。

児
参=童
加=ク
し=ラ
ま=ブ、

し=活
よ=動
う=に

市
内
で
現
在
児
童
ク
ラ
ブ
を
組
織
し

て
い
る
の
は
本
江
、
加
積
、
道
下
、
経

団
、
西
布
施
、
の
五
校
下
で
単
位
ク
ラ

ブ
が
四
十
六
あ
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
登
録
さ
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
年
間
行
事
の

主
な
も
の
は
、
春
は
、
こ
い
の
ぼ
り
掲

揚
式
、
野
球
大
会
、
夏
は
、
水
泳
大
会
、

キ
ャ
ン
プ
研
修
会
、
秋
は
新
川
地
区
ク

ラ
ブ
員
交
流
会
、
リ
ー
ダ
ー
及
び
イ
ン

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
冬
は
車
球
大
会
、

雪
の
カ
ー
ニ
バ
ル
等
を
計
画
し
、
こ
の

ほ
か
県
の
児
童
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の

行
事
や
全
国
の
研
修
会
に
代
表
者
を
参

加
さ
せ
る
等
積
極
的
に
児
童
の
健
全
育

成
に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
校
下
に
あ
る
各
単
位
ク
ラ
ブ
活

動
は
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
色

の
あ
る
方
法
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
社
や
遊
び
場
の
清
掃
、
郷
土
行
事

の
伝
承
、
交
流
会
、
体
力
づ
く
り
等
が

親
と
子
、
大
人
と
子
ど
も
、
老
人
と
孫

な
ど
ま
わ
り
の
人
々
の
あ
た
た
か
い
心

と
恵
ま
れ
た
環
境
、
多
く
の
友
だ
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
な

り
た
っ
て
い
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
活
動
は
子
ど
も
の
持
つ
関

心
事
や
興
味
、
好
奇
心
や
冒
険
心
を
満

た
す
人
間
回
復
の
場
で
す
。

大
人
の
指
導
者
や
育
成
者
の
よ
き
支

援
が
必
要
で
す
。

国
際
児
童
年
を
契
機
に
子
ど
も
の
幸

せ
の
た
め
に
未
組
織
地
区
の
児
童
ク
ラ

ブ
結
成
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
は
市
役
所
社
会
福
祉
課

婦
人
児
童
係
へ
ど
う
ぞ

宮

(
幻

)
2
2
0
0

内
線

2
2
2

門
子
供
の
ゆ
タ
引

U

七
夕
の
夜
は
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く

す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
子
ど
も
達
が
楽
し
み
に
ま
っ

て
い
る
七
夕
ま
つ
り
が
や
っ
て
き
ま
す

が、

一
方
で
は
竹
か
ざ
り
に
よ
る
火
災

や
海
岸
、
河
川
の
環
境
汚
染
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
海
岸

や
河
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
や
防
火

上
か
ら
鴨
川
や
角
川
へ
流
す
こ
と
を
取

り
や
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
七
夕
か
ざ
り
の
集
積
場
所
を

次
の
よ
う
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

マ
大
町
小
学
校
周
辺
の
方
は

「
大
町
小
学
校
校
庭
」
ヘ

マ
村
木
小
学
校
周
辺
の
方
は

「
村
木
小
学
校
校
庭
」
へ

当
日
両
小
学
校
の
出
入
口
は
、
防
火

上
一
か
所
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
み
あ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

順
序
よ
く
校
庭
に
入
り
、
ち
ょ
う
ち

ん
の
火
を
消
し
て
か
ら
指
定
の
場
所
に

お
い
て
お
帰
り
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
雨
の
た
め
に
両
校
庭
に
も
ち
こ

め
な
か
っ
た
と
き
は
、
各
町
内
ご
と
に

一
か
所
に
集
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

「
母
子
家
庭
子
女
」
の

一
泊
生
活
指
導
会

小
学
校
五
、
六
年
生
を
対
象
に
一
泊

一
一
日
を
大
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
心
身

の
鍛
練
と
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
社
交

性
や
友
愛
心
を
高
め
健
全
な
青
少
年
と

な
る
た
め
夏
休
み
を
利
用
し
次
の
よ
う

に
行
い
ま
す
。

日
時
八
月
十
日

i
十
一
日

場

所

滑

川
青
少
年
婦
人
研
修
セ
ン
タ
ー

ゴ
キ
ブ
リ
退
治
法

ゴ
キ
ブ
リ
は
台
所
の
ギ
ャ
ン
グ
で
す
。

退
治
す
る
に
は
、
第
一
に
、
台
所
に

は
で
き
る
だ
け
透
き
間
を
作
ら
な
い
こ

と
。
ゴ
キ
ブ
リ
は
、
一

・
五
1
二
ミ
リ

の
透
き
間
が
あ
る
と
活
動
で
き
ま
す
。

第
二
に
、
食
物
の
残
り
ク
ズ
な
ど
を

出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
こ
と
。

第
三
に
、
根
気
よ
く
駆
除
を
く
り
返

す
こ
と
。
ゴ
キ
ブ
リ
が
活
発
に
動
き
回

る
の
は
、
気
温
が
十
八
度
1
三
十
四
度

位
の
時
期
で
す
。

薬
剤
で
い
っ
た
ん
駆
除
し
た
あ
と
で

も
、

一
か
月
後
位
に
、
も
う
一
度
追
い

打
ち
を
す
る
と
効
果
的
で
す
。

(
図
書
館
の
資
料
よ
り
)

(8) 
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エ
ネ
ル
ギ
ー
節
減
の
お
願
い

石
油
資
源
の
埋
蔵
量
の
底
が
見
え
は

じ
め
た
現
在
、
石
油
が
生
活
の
中
に
大

き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
上
に
ほ
と
ん

ど
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
日
本
で
は
、

今
深
刻
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
も
こ
の
事
態
の
重
大

性
を
認
識
し
、
次
の
よ
う
な
節
約
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
市
民
の
皆
様

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
冷
暖
房
の
縮
少

特
に
今
夏
の
冷
房
に
つ
い
て
は
二
八

度
以
下
に
下
げ
な
い
よ
う
に
し
、
使

用
は
盛
夏
に
限
る
よ
う
配
意
す
る
。

服
装
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
軽

装
に
つ
と
め
る
。

ニ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
原
則
と
し
て

日
曜
・
祝
日
は
休
業
と
す
る
。

一二
、
マ
イ
カ
ー
の
自
粛

や
む
を
得
な
い
場
合
以
外
は
電
車
・

パ
ス
な
ど
を
利
用
す
る
。

園
、
テ
レ
ビ
・
映
画
の
放
映
、
風
俗
営
業

や
深
夜
飲
食
庖
お
よ
び
娯
楽
場
な
ど

の
終
業
時
刻
を
繰
り
上
げ
る
。

五
、
一
般
家
庭
に
お
い
て
も
不
用
の
電
気

な
ど
は
こ
ま
め
に
切
る
な
ど
節
約
に

心
が
け
る
。

六
、
そ
の
ほ
か
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
や
夏
期

米
の
良
さ
を
見
直
そ
う
/

一
般
に
、
そ
の
国
の
風
土
に
適
し
、

豊
富
に
生
産
さ
れ
る
農
産
物
が
、
そ
の

国
の
主
要
な
食
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

我
国
は
、
毎
年
定
期
的
に
「
梅
雨
」
に

見
舞
わ
れ
る
な
ど
雨
が
多
く
、
夏
期
高

か済あ適温
ら的たしで
主なりてあ
食農のおる
と 産カ りこ
さ 物 口 、 と

まと食れくや胃強り日とれでリまか
すはに、なやはい日本米ても|たら
。よ順消つ大欧影本の食きあ取、米

おく応化てき米響人文のまる得米作
米知し器いく人をの化長しの量はに
はらて系る、に及生はいたでの単は
七れい統 と 腸 比ぽ理も歴。、高位極
十てるがいもべしにと史米古い面め
六 いこ米わ長て、もよは作く経積て

企国鉄駅前の PR塔

一
配
休
暇
な
ど
の
対
応
策
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
。

(
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
案
募
集
)

な
お
当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民

の
皆
様
か
ら
資
源
節
約
に
つ
い
て
の
提

案
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ど
ん
な
小

さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら

J
」う

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
と
い
う
案
や
。
自

分
の
家
で
は
こ
う
し
て
い
る
。
と
い
う

実
践
例
、
見
本
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
優
秀
案
に
は
粗
品
を
進
呈
し
、

「
み
ん
な
の
生
活
展
」
で
展
示
い
た
し

ま
す
。
お
申
込
み
は
次
の
と
こ
ろ
へ
。

魚
津
市
釈
迦
堂
一
!
一

O
l
一

魚
津
市
役
所
総
務
課
行
政
係

g
n
l
2
2
0
0
内
線
2
5
8

パ
ー
セ
ン
ト
の
で
ん
ぷ
ん
、
七
パ
ー
セ

ン
ト
の
タ
ン
パ
ク
質
が
主
な
栄
養
素
で

す
が
、
消
化
吸
収
率
も
よ
く
、
百
グ
ラ

ム
当
り
の
熱
量
は
、
三
百
五
十
二
カ
ロ

リ
ー
あ
り
ま
す
。
特
に
タ
ン
パ
ク
質
は
、

小
麦
粉
の
五
十
に
対
し
七
十
で
す
。
し

か
も
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
必
要
と
す

る
タ
ン
パ
ク
質
の
五
分
の
一
を
米
か
ら

と
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
の

消
費
が
減
退
し
て
い
る
折
か
ら
、
も
う

一
度
ご
飯
を
中
心
と
し
た
食
生
活
の
良

さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で

は
食
糧
配
給
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、

国
鉄
駅
前
通
り
中
央
分
離
帯
に
P
R
塔

を
設
置
し
ま
し
た
。
米
を
中
心
に
し
た

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
構
成
し
、

健
康
な
食
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

中
小
企
業
設
備
貸
与
申
込
み

七
月
二
日
か
ら
受
付

中
小
企
業
振
興
協
会
で
は
、
中
小
企

業
設
備
貸
与
申
込
み
の
第
二
次
分
を
次

の
と
お
り
受
付
け
し
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
の
設
備
貸
与
制
度
は
小
規
模
企

業
者
を
対
象
に
、
近
代
化
に
必
要
な
設

備
(
機
械
)
を
協
会
が
代
っ
て
購
入
し

低
利
長
期
の
割
賦
販
売
に
よ
っ
て
譲
渡

す
る
も
の
で
す
。

マ
貸
与
対
象

l
従
業
員
八
十
人
以
下
(

製
造
業
)
の
事
業
所
、
従
業
員
二
十

人
以
下
(
サ
ー
ビ
ス
、
却
・
小
売
業
)

の
事
業
所

マ
貸
与
額

l
二
十
万
円
以
上
一
千
五
百

万
円
以
下

マ
貸
与
損
料
l
年
五
%

マ
返
済
方
法

l
四
年
半
均
等
半
年
賦
償

還
マ
受
付
期
間

l
七
月
二
日
側
i
八月一一一

十
一
日
幽

マ
受
付
窓
口

l
市
役
所
商
工
観
光
課
お

よ
ぴ
商
工
会
議
所

M

何
年
度
請
負
工
事
発
注
状
況

ヘ
四
月
一
日
か
ら
六
月
末
日
現
在
で
、
請
負
額
三
J

f

千
万
円
以
上
の
工
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。
」

マ
団
体
営
林
道
開
設
工
事
(
平
沢
線
)

契

約

六

月

九

日

請
負
額
三
千
九
百
万
円

請
負
者
側
岩
崎
組

工
期
五
十
四
年
六
月
十
一
日
i

五
十
四
年
十
一
月
十
日

マ
団
体
営
林
道
開
設
工
事
(
大
菅
沼
・

沌
滝
線
)

契

約

六

月

九

日

請
負
額
三
千
十
八
万
円

請
負
者
伊
藤
組

工
期
五
十
四
年
六
月
十
一
日
i

五
十
四
年
十
一
月
十
日

マ
団
体
営
林
道
開
設
工
事
(
成
谷
線
)

契

約

六

月

九

日

請
負
額
五
千
二
百
八
十
万
円

請
負
者
長
田
組

工
期
五
十
四
年
六
月
十
一
日
i

五
十
四
年
十
一
月
十
日

マ
魚
津
市
営
住
宅
道
下
団
地
新
築
工
事

契

約

六

月

二

十

二

日

請
負
額
一
億
二
千
七
十
四
万
円

請
負
者
朝
野
工
業
側

工
期
五
十
四
年
六
月
二
十
三
日

ー
五
十
五
年
三
月
十
日

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
に
ご
参
加
を
/

毎
年
七
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
、
法

務
省
が
主
体
と
な
っ
て
、
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

市
で
も
月
間
中
は
、
青
少
年
の
健
全

育
成
、
非
行
化
の
防
止
や
シ
ン
ナ
ー
な

ど
の
薬
物
乱
用
の
防
止
、
非
行
対
象
者

の
更
生
保
護
な
ど
を
重
点
目
標
に
市
更

生
保
護
事
業
協
会
、
市
保
護
司
会
、
市

更
生
保
護
婦
人
会
・

B
B
S会
な
ど
が

中
心
に
な
っ
て
各
地
区
で
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
明
る
い
社
会
を
作
る
た
め

に
市
民
一
人
ひ
と
り
が
各
地
域
で
、
こ

の
運
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
魚
津
地
区
保
護
司
会

(9) 
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ん
胴
長
権
師

良
助
動
え

さ
あ
っ
カ
ッ
パ
の
季
節
到
来

。
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
校
の
あ
ん
な
い
。

。
水
し
ぶ
き
の
中
で
、
体
力
と
気
力

と
技
術
を
育
て
よ
う
Hy

e

を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
来
る
八
月
二
日
附
市
総
合
体
育

館
室
内
温
水
プ
1
ル
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
百
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
の

金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
田
口
信
教
氏
を
講
師

と
し
て
招
き
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
校

を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
世
界
の
田
口
氏
の
平

ね
《

泳
ぎ
を
見
て
技
術
を
学
び
、
今
後
の
目

標
に
役
だ
て
て
く
だ
さ
い
。

受
講
希
望
者
は
、
市
教
育
委
員
会
体

育
課
又
は
、
室
内
温
水
プ

l
ル
ま
で
お

申
込
み
く
だ

さ
い
。

月日 時 間 ~ 三 場 内容 議 自市

午後 1・30-2 : 30 総合体育館中体育室 講演 ミュンへンオリンピ

8，2附
ック100メートル平泳

午後 2・30-4 : 30 
総合体育館 ぎ金メダリスト

室内温水プール
実技 田口信教氏

。。

聞
か
れ
た
県
民
体
育
大
会

ー
県
民
総
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
l

第
三
十
二
回
富
山
県
民
体
育
大
会
は
、

八
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
四
日
間

を
中
心
会
期
と
し
て
、
県
下
一
円
で
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
従
来
の
県
体
と
は
内

特
に
第
三
部
の
「
健
康

・
体
力
づ
く

り
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、
地
埼
ス
ポ
ー
ツ
に

根
づ
く
親
子
ス
ポ
ー
ツ
、
マ
マ
さ
ん
高

齢
者
ス
ポ
ー
ツ
と
巾
を
広
げ
、
競
技
内

容
も
年
齢
制
を
採
用
し
、
二
十
一
種
目

(
次
表
)
と
な
っ
て
お
り
、
気
軽
る
に

参
加
で
き
る
楽
し
い
種
目
が
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

第一部〔競技スポーツ〕 高度の技を競うもの(団体予選など)

第二部〔県民スポーツ〕 一般・中学生の日頃の成果を競うもの(郡市対抗)

第三部〔健康・体力づくりスポーツ〕 スポーツ ・レクリェーションに親しむもの

く〉内容

容
が
一
新
さ
れ
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
」
、

「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
」
「
健
康

・
体
力
づ

く
り
ス
ポ
ー
ツ
」
の
三
部
に
な
り
ま
し

た。

期日 種 目 (世一f年・成般年)
高壮給者lω年il飽)ス年ポ団ー児ツ童少 親子・婦な人ど ~ ミ 場 (集合場所)

※オリエンテーリング 。 。 。 。(高万岡葉市小二学上校山グ周ラ辺ウンド)
7/22 

※サイクリング 。 。 。 。婦中町(勤労者いこいの村)

7/29 ボ クシング 。 高岡市民体育館

8/5. 4 庭 球 。 県営岩瀬スポーツ公園庭球場-5.12 

-8/11 10 サ ‘ソ カ 。 。 。高岡工芸高校、志賀野中学校

水 泳 。 。水中歩行リト)着物リレー他) 富山市民プール

8/11 ノ〈ドミントン 。高岡市民体育館

な ぎな た 。 。 。県営富山武道館

陸(県民マラソン上) 。 。 。 。県営富山陸上競技場

ホ ‘Y ケ ー 。石動高校グラウンド

ソフトポール 。 まを山高校グラウンド

ゲートポール 。 高岡市城光寺陸上競技場

バレーポール 。 。富高岡山工女業子高高校校 ((壮婦)) 

体 操 (トリム) 。 。 。 。富山中部高校
8/12 

レスリング 。 桜井高校

ウェイトリフティング 。 滑川高校

卓 球 。 富山市体育館

馬 術 。 常願寺川緑地(立山町)

柔 道 。 県営富山武道館

アーチェリー 。 。 二上山アーチェリーセンター(高岡)

8/26 -山岳(大日平散索) 。 。 。 。大日平 (桂台に集合)

-印の山岳は 8月10日です。(申込人数制限あり )(注) ※印の申込〆切日は 7月10日です。

く〉申込期日 54年 7月23日(月)

く〉申込先・問合せ 市教育委員会体育課(内線310)へどうぞ。
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受
講
生
募
集
中
/

V
母
と
子
の
体
操
教
室

(
前
期
)

七
月
十
四
日
、
二
十
一
日
、

二
十
八
日
、
八
月
四
日
、
十

一
日
、
十
八
日

(
毎
週
土
曜
日
、
午
後
二
時

か
ら
四
時
ま
で
)

三
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま

で
の
親
子

マ
定
員
十
五
組

マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
受
講
料
一
組
一
、
五

O
O円
(
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
含
む
)

総
合
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教

室
係
ま
で

(
g
n
1
1
2

6
3
)
 

七
月
十
日

マ
日
時

マ
対
象

マ
申
込
み

マ
締
切
日

V
七
月
の
総
合
体
育
館

利
用
日
程

七
日
出
職
安
車
球
大
会
(
中
体
一
日
)

十
五
日
制
新
川
地
区
卓
球
振
興
大
会

(
中
体
一
日
)

二
十
二
日
岡
市
民
体
育
大
会

三
十
一
日

ω
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

同
時
交
流
会
(
大
体
午
前
)

親
子
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
、
七
日
、
十

四
日
、
二
十
一
日
、
二
十
八

口
μ

婦
人
体
力
づ
く
り
教
室
五
日
、
十
二

日
、
十
九
日
、
二
十
六
日

V
温
水
プ

l
ル
利
用
日
程

二
十
二
日
目
市
民
体
育
大
会
(
一
日
)

三
十
一
日

ω
小
学
校
水
泳
大
会
(
一
日
)

小
学
校
初
級
、
中
級
水
泳
教
室
、
一
日
、

八
日
、
十
五
日
、
二
十
二
日
、

二
十
九
日

親
子
水
泳
教
室
、
婦
人
水
泳
教
室
、
五

日
、
十
二
日
、
十
九
日
、
二

十
六
日

一
八
月
の
歩
こ
う
会

八
月
の
歩
こ
う
会
は
、
五
日
、
一

一
宮
崎
浜
方
面
へ
行
き
ま
す
。
国
鉄
…

一
魚
津
駅
午
前
七
時
三
十
二
分
の
普
一

一
通
列
車
に
乗
り
泊
駅
で
下
車
、
城
一

一
山
上
呂
崎
浜
と
歩
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
中
食
を
持
参
し
て
、
一

一
午
前
七
時
二
十
分
ま
で
に
国
鉄
魚
一

…
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

『
温
水
プ

l
ル』

白
倉
小
学
校
四
年

小

西

宙

ぽ
く
は
、
五
月
五
日
に
い
と
こ
の
や

っ
ち
ゃ
ん
と
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
、
お

ば
ち
ゃ
ん
と
四
人
で
は
じ
め
て
温
水
プ

ー
ル
へ
行
き
ま
し
た
。
朝
、
九
時
に
着

い
た
の
で
早
い
方
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い

た
の
に
、
も
う
人
が
た
く
さ
ん
い
た
の

で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
だ
け
ど

気
を
と
り
な
お
し
て
、
人
だ
ま
り
に
入

っ
て
行
き
す
ぐ
、
学
校
の
名
前
、
学
年
、

すこやか丸
鈴木32

m国
富

名
前
を
名
簿
に
書
き
ま
し
た
。
そ
し
て

ど
う
に
か
ロ
ッ
カ
ー
を
探
し
、
海
水
パ

ン
ツ
に
は
き
か
え
ま
し
た
。
次
に
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
て
、
準
備
体
操
を
し
、
目

を
洗
っ
て
、
さ
あ
、
「
せ
ん
と
う
か
い
し
」

と
言
っ
て
ぼ
く
は
、
プ
ー
ル
へ
そ
っ
と

入
っ
て
行
き
ま
し
た
。

「
あ
|
、
あ
っ
た
か
い
な
。
ほ
l
、
い

い
気
持
だ
な
U

と
ぼ
く
は
心
の
中
で
さ
け
び
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
印

m
を
お
よ
い
で
、
ク

イ
ッ
ク
タ
l
ン
を
し
ま
し
た
。
今
年
も

お
よ
ぎ
や
ク
イ
ッ
ク
タ
ー
ン
は
な
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

水
が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
て
、
横
は

z 7 

全
部
ガ
ラ
ス
で
で
き
て
い
ま
し
た
。

子
供
用
の
浅
い
プ
l
ル
と
、
大
人
用

の
深
い
プ
l
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
海
水
帽
を
か
ぶ
ら
な
い
と

い
け
な
い
き
ま
り
が
あ
る
ん
だ
そ
う
で

す
。
ま
た
、
温
水
プ
l
ル
で
す
か
ら
温

度
は
お
℃
で
、
ふ
ろ
の
ち
ょ
っ
と
ぬ
る

い
ぐ
ら
い
で
す
。

ぼ
く
た
ち
の
学
校
の
プ
l
ル
と
比
べ

る
と
、
ダ
イ
ヤ
と
石
こ
ろ
、
月
と
ス
ッ

ポ
ン
の
よ
う
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
十
分
位
お
よ
い
で
い
る

と
お
b
-え
ち
ゃ
ん
と
や
っ
ち
ゃ
ん
が
き

た
の
で
ぼ
く
は
、
「
あ
れ
、
お
そ
か
っ
た

ぜ
、
ぽ
く
な
ん
か
三
十
分
も
前
か
ら
お

g 

、
と~ご一

j

A

V
J
J
J
J
q
g
)
)} 

よ
い
ど
っ
た
い
ぜ
己
と
言
い
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
お
ね
え
ち
ゃ
ん
が
、
「
宙
お
ら

ん
か
ら
心
配
し
と
っ
た
が
に
も
う
お
よ

い
で
っ
た
ん
け
U

と
言
っ
た
の
で
、
ぼ

く
は
、
「
あ
た
り
前
ゃ
ん
か
、
お
よ
ぎ
た

て
お
よ
ぎ
た
て
わ
か
ら
ん
だ
も
ん
に
U
と

言
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
人
で
、
二
時
間
ば
っ
ち

り
お
よ
い
で
、
う
ち
に
帰
り
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
話
す
と
、
大

変
喜
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
度

は
み
ん
な
で
行
こ
う
と
言
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
一
度
来
て
、
お
よ
い
で

み
ま
し
ょ
う
。

。1)
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保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ら

問

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
場
合
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
す
か
。

答

保
険
料
は
、
定
め
ら
れ
た
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
る
の
が
原
則
で
す
が
、

何
ら
か
の
事
情
で
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
二
年
前
の
月
分
ま
で
は
さ
か

の
ぼ
っ
て
そ
の
当
時
の
保
険
料
額
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
年
を
す
ぎ
た
月
分
の
保
険
料
は
時

効
に
な
っ
て
し
ま
い
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
五
十
三
年
の
法
律
改
正

に
よ
り
、
五
十
三
年
七
月
か
ら
五
十
五

年
六
月
ま
で
の
二
年
間
に
限
り
、
時
効

の
分
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
特
例

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
の
保
険
料
の
額
は
、
一
か

月
当
り
四
、

0
0
0円
で
、
ま
と
め
て

納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
分
け
て

納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
(
五
十
五
年

六
月
三
十
日
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。)

特
例
納
付
制
度
実
施
中

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
加
入
し
な
か
っ
た
人
、
あ
る

い
は
加
入
し
て
い
た
が
保
険
料
を
納
め

忘
れ
て
い
た
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

い
ま
、
国
民
年
金
で
は
過

去
に
納
め
忘
れ
て
い
た
保
険

料
を
特
例
的
に
納
め
ら
れ
る

特
例
納
付
制
度
を
実
施
中
で

す
。
こ
の
制
度
は
、
当
然
加

入
す
べ
き
で
あ
っ
た
期
間
で
、
未
納
と

な
っ
て
い
る
月
に
つ
い
て
、

一
か
月
に

つ
き
四
、

0
0
0円
を
納
め
、
将
来
の

年
金
権
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

も
う
す
で
に
特
例
納
付
を
利
用
し
、

年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
方

も
お
い
で
で
す
。

あ
な
た
も
、
こ
の
制
度
で
自
分
の
年

金
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

句

-
s
l
i
t
-
t
i
t
i
t
i
i
i
i
J

…
金
分
の
い
め

…

一
年

期

〉

な

か

。

…

…
民
A
l

分
は
確
い

…

一
圏

第

月

れ

度

さ

一

…
度

料

6・
忘
一
だ

…

一
年
険

J
め
ふ
フ
<
…

…
日
保

ω納
か
て

…

p
s・-
j
j
j
j
i
j
j
j
L

年
金
相
談
所
は

毎
月
第
三
木
曜
日
に

開
設
し
て
い
ま
す

|
午
前
十
時
i
午
後
四
時
|

「ね
ん
き
ん
は
、
む
ず
か
し
い
」
、
そ

ん
な
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

日
ご
ろ
、
み
な
さ
ん
が
思
っ
て
お
ら

れ
る
疑
問
や
、
自
分
の
年
金
に
対
す
る

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、

毎
月
第
三

す が 木
せ 。 今 開曜
い 月 設 日
ぜ の さに
い 相 れ市
ご 談 て民
利 日 し3 相
用 は ま談
く 、す室
だ + 。で
さ 九 相
し3 日 談

で 戸斤

国
民
年
金
給
付
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

こ
と
し
も
、
国
民
年
金
の
給
付

額
が
改
正
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
改

善
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

一、拠
出
年
金
額
:
:
:
物
価
ス
ラ
イ

ド
に
よ
り
三

・
四
パ
ー
セ
ン
ト

引
上
げ
ら
れ
、
七
月
か
ら
実
施

ニ、
福
祉
年
金
額
:
:
:
約
二
十
一
パ

1
セ
ン
ト
引
上
げ
ら
れ
八
月
分

か
ら
実
施

魚津社会保険事務所が

移転しました。

(54年 7月から)

年金の種頬等 改 正 前 改 正 後

老骨骨

210，100円 (月17，508円)ι2月17か，3ら0204円1，ぬO(円月(1月81.01.01088円同)) 

年
287，100同 (月23，925円) 296，900円(月24，742円)

金
25年納付 455，100円 (月37，925円) 470，700円 (月39，225円)

障年 l 級 577，600円 (月48，133円) 597，500円 (月49，792円)

害金 2 級 462，100円 (月38，508円) 478，000円 (月39，833円)

母遺 子等 1 人 462，100円 (月38，508円) 478，000円 (月39，833円)

子 児
子等 2 人 486，100円 (月40，508円) 502，000円 (月41，833円)

準年

子3(等人月4が目00か3円人ら)以Iを上人加の4算.場80合0は円
母

子等 3人以上 同 左
子金

国民年金給付額の改正
.拠出年金

魚津社会保険事務所ガ魚津市本江1683のア

〈日魚津保健所あと〉に移転し、 5月26日か

ら業務ガ行われています。

電話番号は従来どおりで変更はありません

が、次のとおりです。

国民年金業務課 (0765)24-1 4 9 4 

庶務課 (0765)24-1 252 

業務課 (0765)24-1 464 

徴収課 (0765)24-1 460 

V案内図

(54年 8月から )

年金の種類等 改 正 前 改 正 後

老齢福祉年金 198，000円 (月16，500円) 240，000円 (月20，000円)

障審祉年
1 級 297，600円 (月24，800円) 360，000円 (月30，000円)

福金 2 級 198，000円 (月16，500円) 240，000円 (月20，000円)

母福 子等 1 人 258，000円 (月21，500円) 312，000円 (月26，000円)

子.祉
子等 2 人 282，000円 (月23，500円) 336，000同 (月28，000円)

準年

子3(等人月4が目00か3円人ら)以lを上人加の4算.場80合0は円
母

子等 3人以上 同 左
子金

(12) 
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も
め
た
高
た

ι
画
審
会
民
側

期
べ
心
・
本
は
そ
の
翼
:
:
:
④

子
ど
も
と
本
の
出
合
い

3

高
学
年
の
本

小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
、
上
級
生

に
な
っ
た
と
い
う
意
識
も
は
た
ら
い
て

落
ち
つ
き
を
み
せ
て
き
ま
す
。

感
受
性
が
豊
か
で
、
美
し
く
た
く
ま

し
い
人
間
の
生
き
方
に
感
動
し
、
さ
ら

に
自
分
の
理
想
像
も
、
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。

読
書
の
傾
向
も
、
単
に
文
学
だ
け
で

は
な
く
、
科
学
、
伝
記
、
歴
史
、
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
や
私
小
説
的
な
も
の
に

も
強
い
関
心
を
払
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
年
代
は
、
読
書
の
黄
金
時
代
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
読
む
本
は
、
世
界
的
に

も
、
す
ぐ
れ
た
作
品
が
多
い
よ
う
で
す
。

「
大
地
の
冬
の
な
か
ま
た
ち
」
「
な
が
く

魚津市下村木町3975-1
ft22-0462 

開館時間
9時30分-18時
こどものへや

13時-17時
土曜日 9時30分-16時

休館日
日曜 ・月末 ・彼自
秋期10日間

つ
下
の
ピ
ッ
ピ
」
「
ト
ム
ソ

l
ヤ
i
の
冒

険」

は
、
た
く
ま
し
い
行
動
力
を
描
い

た
作
品
で
す
。

現
実
の
さ
ま
ざ
ま
な
圧
迫
か
ら
の
解

放
感
を
あ
じ
わ
う
で
し
ょ
う
。

「
炭
焼
の
辰
」
「
カ
ガ
ミ
ジ
シ
」
「
ガ
ラ
ス

の
く
つ
」
「
エ
ミ
l
ル
と
探
偵
た
ち
」

で

は
、
い
ず
れ
も
、
主
人
公
が
印
象
深
い

生
き
方
を
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
多
感
な
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
新
鮮
な
驚
き
と
な
り
、
と

き
に
は
、
登
場
人
物
の
生
き
方
が
生
涯

の
支
え
と
さ
え
な
り
ま
す
。

空
想
の
中
で
、
現
実
の
願
い
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
創
造

性
を
育
く
む
上
で
、
き
わ
め
て
た
い
せ

つ
な
こ
と
で
す
。

「
ふ
た
り
の
イ
l
ダ
」
「
小
さ
い
勇
士
の

も
の
が
た
り
」
「
床
下
の
小
人
た
ち
」
「
だ

れ
も
知
ら
な
い
小
さ
な
国
」
「
木
か
げ
の

家
の
小
人
た
ち
」

は
、
美
し
い
空
想
の

世
界
を
描
い
た
、
楽
し
い
本
で
す
。

児
童
文
学
の
、
す
ぐ
れ
た
作
品
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
賞
が
、
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。「

マ
ヤ
の
一
生
」
「
詩
集
小
さ
な
ぼ
く
の

家」

は
、
赤
い
鳥
文
学
賞
、

「
ぼ
く
ら
は

6
年
生
」

は
、
日
本
児
童
文
芸
家
協
会

賞
、
「
ジ
ン
タ
の
音
」
「
ね
ず
み
の
い
び
き
」

は
、
野
間
児
童
文
芸
賞
を
、
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
て
い
ま
す
。

ご

一
読
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

五
月
か
ら
、

三
回
に
わ
た
っ
て
、

子

ど
も
の
本
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

子
ど
も
の
読
書
で
、
た
い
せ
つ
な
こ
と

は
、
本
を
無
理
に
お
し
つ
け
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
に
、
子
ど
も
を
読
書
ぎ
ら
い
に

す
る
十
か
条
(「
子
ど
も
の
本
の
ね
が
い
」

山
中
恒
著
)
を
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

①

一
時
に
大
量
に
本
を
買
い
与
え
る
。

②
「た
め
に
な
る
本
で
す
よ
」
と
、
道
徳

を
押
し
つ
け
る
。

金
祝
ん
だ
あ
と
、
感
想
を
強
要
す
る
。

④
能
力
よ
り
程
度
の
高
い
読
み
物
を
読

ま
せ
る
。

⑤
「本
を
読
め
」
と
口
う
る
さ
く
言
う
。

⑥
親
は
読
書
せ
ず
、

子
ど
も
に
の
み
読

書
を
す
す
め
る
。

⑦
「本
を
読
む
な
ら
勉
強
し
な
さ
い
」
と

読
書
と
勉
強
を
き
り
は
な
す
。

③
マ
ン
ガ
、
雑
誌
類
は
い
っ
さ
い
禁
止
し

て
、良
書
の
み
を
厳
選
し
て
与
え
る
。

⑨
子
ど
も
の
選
択
は
許
さ
ず
、
す
べ
て

親
が
与
え
る
。

⑩
友
だ
ち
と
の
本
の
交
換
な
ど
を
禁
止

す
る
。

こ
れ
だ
け
実
行
す
る
と
、
子
ど
も
は

本
を
読
ま
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
十
か
条
は
、
親
が

〈子
ど
も
の

本
ば
な
れ
〉
す
る
こ
と
を
、
意
味
し
て

い
ま
す
。

お
し
つ
け
で
な
い
、
よ
い
読
書
環
境

を
つ
く
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
本
を
読
ん
だ
ら
よ
い
か
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

本
の
借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
三
冊
二

週
間
で
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
市

7
月
の
お
し
ら
せ

2
日

制

ゲ

l
ム

み
ん
な
の
う
で
だ
め
し
ノ
ゆ

か
い
な
ゲ
ー
ム
が
い
っ
ぱ
い
。

同
日
制
か
み
し
ば
い

お
お
き
な
か
み
し
ば
い
、
は

じ
ま
り
は
じ
ま
り
l
。

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
こ
ど
も

の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

日
曜
開
館
の
お
し
ら
せ

O
第
二
日
曜
日
七
月
八
日

O
第
二
日
曜
日
八
月
十
二
日

な
お
、

翌
日
の
月
曜
日
は
休
館
し
ま

す
。。。

課期 川
題日柳

教
汗 七 室
、月

て 十
ん ー
ヵ、日
粉(水)

古
典
に
親
し
む
会

O
期
日
七
月
三
日

ω

O
テ
ー
マ
源
氏
物
語
抄

い
づ
れ
も

O
会
場
図
書
館

0
時
間
午
後
一
時
三
十
分
j

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

日
年
度
図
書
館
の

利
用
状
況

資
料

蔵
書
冊
数
七
二
、
七
八
三
冊

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
三
三

O
巻

(
五
三
年
六
月
か
ら
お
と
し
よ
り
と

体
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
テ
ー

プ
プ
レ
ヤ
ー
も
五
台
備
え
て
貸
出
し

を
し
て
い
ま
す
。)

利
用

貸
出
登
録
者
七
、
四
六
八
人
(時
点
)

(
う
ち
児
童
三
、
一

二
二
人
、
カ

セ
ッ
ト
登
録
六
四
人
)

貸
出
冊
数
六
九
、
九
五
七
冊

(
う
ち
児
童
三

O
、
五
七
二
冊
カ

セ
ッ
ト
九
六

O
巻
)

講
座
等
の
開
催

専
門
講
座
(
古
文
書
解
読
、
川
柳
、

古
典
文
学
講
座
)
郷
土
史
講
座
(

五
回
)
を
開
催
延
六
六

O
人
が
受
講

さ
れ
ま
し
た
。

五
十
四
年
四
月
か
ら
一
般
の
「貸
出
券
」

は
空
色
に
変
わ
り
ま
し
た
。

手
続
き
は
簡
単
で
、
「貸
出
申
込
書
」

に
、
氏
名
等
を
書
く
だ
け
で
、
す
ぐ
借

り
出
せ
ま
す
。

ど
う
ぞ

一
度
お
い
で
く
だ
さ
い
。

(13) 
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‘' 

ゥ，同一月
f
}
只
M

白
河

V
住
民
検
診
日
程

3月8 3月8 2月8 2月8 31月7 31月7 30月7 30月7 27月7 27月7 20月7 20月7 13月7 13月7 13月7 
白日6ha月7 樹日6月7 樹日6月7 月

掛日 制日 {村日 (村日 1・日:k) (刈日 (日m (1日1) G日f!l 白目的 七日館 制日 自日給 立目f!l 官日凶 日

3時分310時午43分1 造0 時131午3分前時9 0 時3分2S0午後時3分1 0 3分1時101午前時3分9 0 時3分3』03午時後分1 0 3時分2S10午3分前時9 0 時3分310午f時3分1 長0 時3分1i10午高時3分9 官0 
111午後5 寺

時3分11013午前時分9 0 時313午f時分1 長0 時3分11013午時駒分9 0 3時分3i 0時午f3 S1 K 3時分210午4時3分1 10 t 時3分1t103午7時分19 M 0 3時分30 午時?3 41 K 品3分S0午f4 3分40 t 1時113午前時分9 0 

時

H7 寺
i問

Z撃盲室E控罫消防署 魚zA R 館h 掌
持光寺民館A 白

ぺ占日( 村木

古'学校島l 、 市民会館

Z盲盆ず吉島E、台25誓星岐署;潟智
魚話保書傘 f市戸5斤t 

樟保理魚
上聖方民館ハh 子 寺光寺a大Hs Z 草炭館

袋自/民4官、4、
大光寺館民μ パ

東ハ民館山J国 枕横館Y民白1 

神菜天野民館ムA荷i 

検

厚生4自官』 * 雪!~、
dZb三h 

士ii

@ @ @ @ @ 

⑧
H
結
核
検
診
に
併
せ
て
、
成
人
病
検

診
を
行
い
ま
す
。

-R
H
夜
間
検
診
で
す
。

V
乳
児
検
診

月8 3 2月7 6 1月7 2 月6 7 月

日
七f!l日 (:.t-;)日 (村臼 ((Id日

日11寺03H分寺0午前8 H寺H2寺1午f圭1 H寺H2寺l午後1 l1i1寺03時分0午前8 ，1fu3咽1寸与ι 11 ， 

8 

3戸ltた人、カ!、J 智でに月E7月児3 カ τE、tた人角~7にJ 2で月E月児3 カ

8 
対カ カ

月児 児月

象

保戸健斤 保健所 保健所 保健戸斤
£2E為三

k占h

マ
三
ヵ
月
児
検
診
時
に
、
こ
関
節
脱
き

ゅ
う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V

一
歳
六
ヵ
月
児
検
診

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

マ
歯
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
子
さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

V
三
歳
児
検
診

対

象

7
月
日
日

i
幻
自
ま
で
に

3
議
に
な
る
児

8
月

1
日
i
日
日
ま
で
に

3
歳
に
な
る
児

マ
受
付
時
間
H
午
後
一
時
i
一一
時

マ
会
場
H
魚
津
保
健
所

V
乳
幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・

B
C
G
接
種

マ
該
当
者
H
満
三
ヵ
月
か
ら
三
歳
ま
で

の
乳
幼
児
で
、
今
ま
で
に

一
回
も
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
を
受
け
て
い
な
い
人
。
⑧
七

月
が
最
終
実
施
会
場
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
も
れ
な
く
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
四
歳
児
に
な
る
と
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

マ
接
種
す
る
時
の
注
意

熱
の
あ
る
人
、
特
に
湿
し
ん
な
ど
ま
ん

延
性
の
皮
ふ
病
の
人
は
医
師
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
⑧
麻
し
ん

(
ハ
シ
カ
)

の
予
防
接
種
後
一
ヵ
月
の
間
隔
を
あ
け

て
く
だ
さ
い
。

マ
実
施
日

力日 村 道 本
I区名也

干i'1 木 下 江

月7 月7 月7 
1月7 0 

、ソ
，、、4・

17 17 17 Jレ笑

(必日
日

(刈日 (必日

ク

(刈
ン』面

1月7 9 1月7 9 1月7 9 1月7 2 
B 

C I B 

(;!日4 (村日 (*日4 (村日 G 

j符民館自A bn t ム号S当市雲T P 

華民館 市民d館zh = ~ 三

ti; 

マ
受
付
時
間
H
各
日
共
午
後
一
時
三
十

分
i
一一時

V
日
本
脳
炎
予
防
接
種

マ
接
種
の
対
象
及
び
方
法

三
歳
i
十
五
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と

し
ま
す
。

-
初
回
接
種
H
七
日
i
十
四
日
間
隔
で

二
回
接
種

・
追
加
接
種
H
初
回
接
種
の
翌
年
一
回

接
種
で
基
礎
免
疫
と
し
ま
す
。

-
基
礎
免
疫
終
了
後
、
十
五
歳
ま
で
の

人
に
対
し
て
三
年
ご
と
に
追
加
免
疫

と
し
て
一
回
実
施
し
ま
す
よ
小
学
校

二
年
生
と
五
年
生
、
中
学
校
二
年
生

で
、
各
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま

す
。)
な
お
、

三
歳
以
上
で
施
設
等
へ

入
っ
て
い
な
い
幼
児
は
、
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
実
施
日

=島ロt 松倉
大 道 山 {主 !j!I- 車王 接
町 下 女 ゴE2Z 方 回

何{
保 保 幼 {呆 保 保 f呆 f呆

f易
育 育 討を 育 育 脊 育 育

図 図 図 図 図 図 図 図 所

月7 
第

4 
接樋回日

(村

月7 月7 月7 月7 
7 7 7 7 7 第
月 月 月 月 月

11 10 6 5 5 5 4 4 4 
接樋回日 日 日

(村日
日 日 日 日 日

(村 (刈 闘 (村 (*1 (tj() (tj() (tj() 

マ
受
付
時
間
H
各
日
共
午
後

一
時
三
十

分
i
一一時

マ
料
金
H
無
料

マ
禁
忌
事
項

ω発
熱
し
て
い
る
人
。
又
は
著
し
い
栄

養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

ω心
臓
血
管
系
、
じ
ん
臓
疾
患
又
は
、

肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧

め
ら
れ
て
い
る
人
。

ω接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
人
。

ωい
ま
ま
で
に
、
こ
の
予
防
接
種
で
、

副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

ω接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

ωそ
の
他、

接
種
を
行
う
こ
と
が
適
当

で
な
い
と
認
め
ら
れ
た
人
。
以
上
の

人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
当
日
、
朝
と
畳
の
体
温
を
計
つ

て
く
だ
さ
い
。
母
子
手
帳
持
参
。

マ
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
、
市
生

活
環
境
課
保
健
係

(内
線
2
3
1
)

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

V
百
楽
荘
に
お
け
る

老
人
健
康
相
談

マ
七
月
十
七
日

ω午
前
十
時
三
十
分
1

十
二
時

マ
内
容
N
健
康
体
操
及
び
レ
ク
リ
エ
l

シ
ョ
ン
(
市
・体
育
指
導
員
)
、
個
別

相
談

マ
七
月
二
十
四
日

ω午
前
十
時
三
十
分

ー
十
二
時

マ
内
容
H
健
康
体
操
、
個
別
相
談

V
成
人
病
相
談

マ
七
月
五
日
附
・
七
月
十
九
日
閥
、
い

ず
れ
も
午
後
一
時
i
二
時

マ
場
所
日
市
庁
舎
保
健
室
(
一
階
正
面

向
っ
て
右
端

マ
内
容
H
医
師
に
よ
る
診
察
、
心
電
図

血
圧
測
定
、
検
尿
、
保
健
指
導

マ
検
査
料
H
無
料

※
希
望
者
は
一
週
間
前
ま
で
に
、
市
生

活
環
境
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

(14) 

菌歯F

bdv 

?
I
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V
母
親
学
級
(
妊
婦
)

B

コ
l
ス

マ
七
月
二
十
日
働

マ
時
間
日
午
前
九
時
三
十
分
i
午
後
四

時
(
時
間
励
行
)

場
所
H
魚
津
保
健
所
講
堂

マ
対
象
日
妊
娠
し
て
い
る
人
と
家
族

マ
今
月
の
内
容

-
映
画
H
産
後
の
健
康
、
家
族
計
画

・
歯
の
衛
生
日
丈
夫
な
歯
は
妊
娠
中
か

ら
・
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養

・
妊
婦
の
栄
養
診
断

-
分
娩
の
生
理
(
医
師
)

・
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育

映
画
、
も
く
浴
、衣
類
、
あ
つ
か
い
方

マ
昼
食
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
産
休
に
入
っ
て
い
る
方
は
、
是

非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

V
栄
養
指
導
車

巡
回
の
お
知
ら
せ

3日1月7 3日1月7 3日0月7 3日0月7 月日

1 午後
t 午前1時0 

1 午後
1 午前1時0 

H寺

3分時30時3分1 0 時3分30時3分1 0 
時12 時12 問

坪野o 室回
長野公引

蛇
回 場

FムX‘ ~入'-'、

民館 民館
館民

館民
所

マ
内
容
日
貧
血
の
予
防
(
保
健
婦
)

貧
血
食
の
実
習
(
栄
養
士
)
・
試
食

V
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

マ
七
月
十
日

ω西
布
施
公
民
館

・
午
前
十
時
i
午
後
三
時

-
貧
血
食
調
理
実
習
、
健
康
相
談

マ
七
月
十
六
日
開
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

(
松
倉
)

・
午
後
一
時
i
三
時

-
健
康
相
談
、
健
康
体
操
、
家
庭
看
護

脳
卒
中
予
防
の
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
が
で
き
ま
し
た

魚
津
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
が

取
り
組
ん
で
い
る
脳
卒
中
予
防
の
ポ
ス

タ
ー
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー

は
標
語
と
食
塩
含
有
量
の
図
が
一
緒
に

な
っ
た
カ
ラ
i
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

《う:s cヨC:;;~'>'. ' ~司・曹草事~C~~<"~~ム e‘:é:.1t\

j魚7孝命必然 i
; (第70回) 魚族問 j
U ひめ い か む

る ~_l 月九w ~
j 事Sl;~~;f~~~;~}~~>.>:<~?'ぢ !
; 芝野料込流出品弘治キデ検 ?
? 、趨脚 a I cnn . 。
~ 6月に入りホタルイカ漁も終りに近づくこ u 
jろ問イーらー…ガ j

定置網に疋くさん入ることがある。体長は2

丸 "'-' 2.5cmほどでイ力類では世界最小である。 ().

J 本州全域の浅い内湾の通そうの間にすみ、椎 N 
V 魚や小工ピなどを吸盤のついた2本の長い触 t 
h 腕でとらえて食べる。色素胞の収縮により、 2 
2 まわりの色にあわせて著しく体色を変化させ 令

U る。発光器はないのでホタルイカのように発 U 

Q 光することはない。 ~
2 魚の方言 月

; ①マダイ戸力ダイータイ ? 
②チダイコダイーカシコタイ

V 魚津Y版館 1 
9汁~X::?~~~!"ø ，. ~C"/~. -/ 令持司自負ふ

食
塩
を
一
日
に
取
る
量
は

m
gま
で

を
め
や
す
に
上
手
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
ス
タ
ー
は
い
つ
も
目
に
つ
く
台
所
等

に
は
っ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

-R標
語

⑨
う
す
塩
の
食
事
で
防
ぐ
脳
卒
中

⑨
滅
塩
食
ま
ず
は
つ
け
も
の
、
お
み
そ
汁

ζ
殆
/
多
@

ひ
-
、
副
司

4
4

劃

v
s
-qi

は

二
d
d
L
・
喝
、
A
m
幽

ad-

-
'
ノ
γ
Lぽ
剛、

二
.

吋
へ
③
州
当
一
一、

二
雌
礎
句
汀
⑤

-v心
の
健
康
相
談
日

精
神
的
な
悩
み
を
持
つ
人、

又
は
、

精
神
症
状
や
、
異
常
行
動
に
悩
ん
で
い

る
方
の
た
め
に
、

心
の
健
康
相
談
日
を

開
設
し
ま
す
。

本
人
又
は
、
家
族
の
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
七
月
十
七
日

ω午
後
一
時
三
十
分
i

三
時
ま
で

マ
場
所
日
魚
津
保
健
所

マ
精
神
科
医
師
及
び
保
健
婦
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

000 夏
イ申 青ゆ み 6 期
ぴとん月特

貯蓄 こる あり 明のな 15 男U

σ〉ど R蓄カはT ミ る る貯 i 貯
しも 心い蓄;蓄
つに と社で 15 運
けら会 自動。診療時間は、いずれも午前

9時から午後 5時まで。

7
J川
一
回
一
寺
崎
医
院

一
u
b
ロ

l
i

}

1
日
一
」

ミ
由
E

E
一
宮
@
1
3
6
1
9

l
i
f
-
-
4
1
5
E
一

緑

町

8
日
一
同
一
早
川
病
院
一

M
b
E
L
i
p

l

i
t
-
J
E
-
-
罰

E
一
宮
@

1
4
5
7
8

5
1
一0
一
z
ヒ
l
as
h
-E

一
末
広
町

日
日
一
回
一
平
井
病
院
一

U
M

E
}
l
i
l

-

-
一」

--
j
罰

R
一
宮
@
1
0
8
8
8

一

一

一

胞

却

H
叶
打
リ

辺
日
一
側
一
深
川
病
院
一

引
が

H
i
p
-
)

2

i
一
白
一
言
}
折

R
一
宮
@
1
5
7
8
0

3
1
一山一

1
3
5
2
F
E
-
-本
町

羽
目
一
回
一
船
崎
医
院
一

U
E
E

l
}
-
1

2
1
一
任
一
自
由

E
E
一
宮
@

1
3

9
1
2

8
月

一0
一
E
ト

E
t
h・
u
一

吉

島

川
け

一
回
一
堀
井
医
院
一

kub
t
}

j

}

5
日

-gizチ
E
R
-
宮

@

1
0
1
0

0

。。
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考古る
⑧
一⑥
⑤
⑮
ぃ

-
自
転
車
は
指
定
さ
れ
た

置
場
に
グ

一
、
国
鉄
魚
津
駅
前
の
歩
道
上
に
自
転
車

の
放
置
は
・
・
・・・・

市
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
国
鉄
魚
津

駅
北
側
(
日
通
荷
物
置
場
手
前
)
に
、

屋
根
付
き
の
市
営
自
転
車
置
場
を
設
け

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
利
用
さ
れ
な
い

方
が
多
く
、
駅
前
周
辺
の
歩
道
上
に
自

転
車
の
放
置
が
目
立
ち
、
通
勤
者
や
通

学
者
に
大
変
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
指
定
さ
れ
た
市
営
自
転
車
置
場

へ
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

Z

、
国
鉄
魚
津
駅
前
南
側
水
路
上
(
一
見

屋
前
)
の
市
営
自
転
車
置
場
の
利
用

と
歩
道
上
に
自
転
車
の
放
置
は
・
・
:
:

通
勤
者
や
通
学
者
の
た
め
に
特
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
せ
ま
い
な

が
ら
も
水
路
上
を
自
転
車
の
置
場
と
し

』
F

歩
道
上
に
放
置
し
て
あ
る
自
転
車

て
皆
さ
ん
に
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
歩
道
は
一
般
の
歩
道

と
違
い
大
変
せ
ま
い
の
で
歩
行
者
が
通

る
に
も
何
か
と
不
便
を
か
ん
じ
る
ほ
ど

の
道
路
で
す
。
最
近
は
自
転
車
の
普
及

に
よ
り
歩
道
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転

車
が
多
く
見
う
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

た
が
い
に
も
っ
と
整
理
し
な
が
ら
自
転

車
の
置
場
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

ま
だ
充
分
に
利
用
出
来
ま
す
の
で
、
歩

道
上
の
放
置
を
し
な
い
よ
う
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

-
勤
労
青
少
年
の
日

毎
年
七
月
の
第
三
土
曜
日
は
、
勤
労

青
少
年
福
祉
法
で
勤
労
青
少
年
の
日
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
勤
労

青
少
年
の
福
祉
と
職
業
人
と
し
て
成
長

す
る
よ
う
に
国
民
こ
ぞ
っ
て
こ
れ
を
激

励
す
る
た
め
の
日
で
す
。
国
及
び
県
で

は
こ
の
日
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
を
開
催

し
ま
す
が
、
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

は
、
次
の
よ
う
な
記
念
事
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
参
加
希
望
者
は
、
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
(
宮
幻
1
4
3
3
0
)
へ。

マ
期
日
:・
七
月
二
十
二
日
制

マ
行
先
:
・
パ
ス
ハ
イ
ク
(立
山
登
山
)

マ
定
員
五
十
名

マ
会
費
一
、
五

O
O円

マ
申
込
み
締
切
七
月
十
四
日

-
市
民
会
館
の
お
し
ら
せ

今
月
大
ホ
ー
ル
で
の
催
物
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
皆
様
ご
来
場
の
う
え
楽

新潟県加茂市大字
11条4286-7 249，404 

文化町 5，000 

火の宮町 20，000 

大阪市旭区赤川町
2グ)10グ)19 100，000 

佐々木てい文化町2の 1 10，000 

五島のう n 10，000 

浜崎広末本町1の6の8 10，000 

大崎忠側中央通り 2の8の810，000 

黒部更生保護婦人会黒部市三日市
福祉事務所内 5，000 

魚津接骨院駅前新町 鏡 1枚

大池寿策 東京都千代田区神田駿河台
色紙24枚

五島のう 文化町2の1 雑誌10冊

友光母親クラブ代表堀内はつえ 大光寺
タオ ノ レ 178枚:
石けん 87コ
タオルケット 1枚
敷布 1枚
ノ〈スタオノレ 2枚:

大衿カパ 1枚
お盆 1枚
砂糖 2kg

朝日町三枚橋355玉子10kg

代表五十里ゆき
新角川一丁目おむつ地β0足

2，000円

3，000 

文化町 1の13み

靖

雄

き

久

義

五十嵐君子

小林 清孝

高松七郎

林

林

屋

若

若

浜

し
く
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

循ま会老人初第固

.g. 
日畠 1鑑
jO{ 物

奏 名
会

午後時1 2日0 分15午前1時0 1日4 午後品 日1 と

き

無

8 5 者料

富

a羽車自a 駐
王

山 {鑑

者
z 県

備
考

l
止
む
を
得
な
い
事
由
で
期
日
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
ご
了
承
く
だ
さ

-
五
十
四
年
度
十
六
ミ
リ

映
写
技
術
講
習
会
案
内

十
六
ミ
リ
映
写
技
術
を
習
得
し
て
職

場
や
社
会
教
育
活
動
等
の
場
で
活
躍
さ

れ
る
方
々
の
た
め
に
次
の
要
領
で
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
の
で
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

八
月
三
日

1
六
日
毎
日
午

後
六
時
1
九
時

市
教
育
セ
ン
タ
ー

住
吉
二
七

O
一
市
教
育
セ

ン
タ
ー
包
②
2
4
9
5

3
申
込
み
方
法

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
、
ま
た

は
市
教
育
セ
ン
タ
ー
。

魚
津
市
教
育
委
員
会

1
日
時

Z
時
所

-
百
楽
荘
の
臨
時
休
館

福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘
で
は
、
浴
槽

・
冷
房
機
器
等
の
修
繕
工
事
を
行
い
ま

す
。
こ
の
た
め
次
の
期
間
臨
時
休
館
し

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

マ
休
館
期
間
七
月
九
日
開
か
ら
十
六

日
開
ま
で

こ
の
あ
と
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
身
体
障
害
者
海
浜
訓
練

本
年
も
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
て
、
海
浜
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

高倉吉久

桂寿会

。。

七
月
二
十
九
日
午
前
九
時

i
午
後
四
時

。
場
所
宮
崎
浜

。
集
合
場
所
市
役
所
前
及
び
市
民

会
館
前

。
募
集
人

員

百

名

申
込
み
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課

ま
で
。

。
日
時

-
犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

①
登
録
(
毎
年
一
回
)

注
射
(
毎
年
春
秋
二
回
)

②
鑑
札

・
注
射
済
票
は
首
輪
に
つ
け
ま

し
よ
う
。

③
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
つ
な

い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

④
公
園
や
道
路
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
(
ふ
ん
の
仕
末
は
飼
い

主
が
す
る
こ
と
)

⑤
野
犬
と
み
は
さ
れ
る
犬
を
見
た
ら
、

保
健
所
に
と
ど
け
は
し
よ
う
。

⑥
不
用
犬
(
い
ら
な
く
な
っ
た
犬
)
はヘ
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民
、

保
健
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

-
美
し
い
自
然
を

い
つ
ま
で
も

か
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で

海
岸
、
河
川
を
き
れ
い
に
。

七
月
は
、
つ
ゆ
あ
け
と
と
も
に
、
い

ろ
ん
な
害
虫
や
腐
敗
が
、
発
生
す
る
時

期
で
す
。
自
然
環
境
や
健
康
に
十
分
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
環
境
を
守
る
よ
う
看
板
を
立

て
た
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
り
し

て
、
不
法
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に

巡
視
を
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
自
然
と

住
み
よ
い
清
潔
な
環
境
を
守
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

。
海
岸
や
河
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で

く
だ
さ
い
。
見
か
け
た
ら
す
ぐ
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
又
は
市
役
所
、
警
察
等
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

。
水
清
く
緑
輝
く
魚
津
市
を
申

※
一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

「
ゴ
ミ
」

に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ

ママ ママし3

集 ゴ こ 収 収
積 ミと集集
場 の。 の日
所水 日以
は切 は外
、り 午は

いは 前絶
つ充 八対
も分 時に
清に ま出
潔 。 でさ
に にな

出い
す。

-
警
察
官
募
集
(
大
学
卒
)

富
山
県
警
察
で
は
、
五
十
五
年
四
月

採
用
の
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
採
用
予
定
人
員
約
四
十
名

マ
願
書
受
付

七
月
二
日
間
i
七
月
三
十
日
開

マ
試
験
日

・
場
所

八
月
五
日
制
富
山
中
部
高
校

マ
受
験
資
格

大
学
を
卒
業
し
た
人
、
又
は
五
十

五
年
三
月
末
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込

み
の
人
。

年
齢

1
五
十
五
年
四
月
一
日
現
在

で
、
二
十
八
歳
未
満
の
男
子
。

。
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
警
察
署

又
は
派
出
所
、
駐
在
所
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。宮

M
1
1
3
3
3
 

-
郵
便
ミ
ニ
ガ
イ
ド

魚
津
郵
便
局

暑
中
見
舞
用
は
が
き

七
月
二
日
か
ら
発
売

暑
中
見
舞
は
、
年
賀
状
と
同
じ
よ
う

に
、
手
軽
で
簡
単
な
あ
い
さ
つ
状
と
し

て
、
親
し
い
友
人
、
知
人
、
お
世
話
に

な
っ
た
人
、
日
ご
ろ
ご
ぶ
さ
た
し
て
い

る
人
の
問
な
ど
で
や
り
と
り
さ
れ
、
羽

慣
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
元
大
売
出
し
、
お
盆
セ
ー

ル
等
の
案
内
に
も
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

暑
中
見
舞
は
が
き
の
ご
利
用
が
毎
年

増
加
し
て
、
年
ご
と
に
売
り
切
れ
が
早

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
早
目
に
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

-
ダ
イ
ヤ
ル
で
旅
を
楽
し
く

間
も
な
く
長
い
夏
休
み
が
や
っ
て
き

ま
す
。夏

休
み
を
利
用
し
て
ご
家
族
づ
れ
で

お
出
か
け
に
な
る
機
会
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き
、
便
利
な
「
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

。旅
行
先
の
天
気
・・・
市
外
局
番
と

七
七

。く〉

道富魚列
路山津車
交(¥ :案
通 ?j内
一
報 Z:

31 24 
I I 
5 1 
5 4 
9 5 
8 6 

魚苧郡小の奇襲:
2，000円

20，000 

100，000 

30.000 

昭二

一男

大野

黒田

-
富
山
(0
7
6
4
)
詑

|
2
2
2
3

.
金
沢
(
0
7
6
2
)
臼
|
4
5
4
1

.
福
井
(
0
7
7
6
)
お
l
1
0
1
0

旅
の
た
よ
り
を
ダ
イ
ヤ
ル
で
ど
う
ぞ
グ

魚
津
電
報
電
話
局

-
L
P
ガ
ス
保
安
点
検

七
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
の
消
費
設
備
を
点
検
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

上
中
島
地
区
:・
升
田
、
出
、
湯
ノ
上

下
中
島
地
区
:・
国
道
8
号
線
、
山
側

住
吉
、
川
縁
、
慶
野
、
宮
津

天
神
地
区
:
・
東
尾
崎
、
木
下
新
、

天
神
野
新
、

青
柳
、
東
山

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

E
M
l
5
3
4
0
 

-
電
気
配
線
無
料
診
断
の
お
知
ら
せ

20，000 

10，000 

15，6S4 

6，000 

10，000 

3，000 

100，000 

20，000 

大海寺新

上口一丁目

サ ンプラザ

住吉

道治

笠木文三郎

久作

匿

名

静子

順二

愛の募金箱

名

高木

貫和

友田

稗苗

匿

七
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断
を

行
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

木
下
新
、
東
尾
崎
、
小
川
寺
、
蛇
田

袋
、
横
枕
、
道
坂
、
島
尻
、
貝
回
新

前
東
城
、
奥
東
城

く
わ
し
い
こ
と
は
、
次
へ
ど
う
ぞ
。

財
団
法
人
北
陸
電
気
保
安
協
会
富
山
支

部
魚
津
事
務
所
(
新
金
屋
一
丁
目
北
陸

電
力
側
魚
津
営
業
所
内
)

E
n
-
-
6
5
5
 

71，833 

30，000 

20，000 

上村木 1丁目

新角川 2丁目

側木暮 木暮実千代事務所

東京都大田区田園調布

富居 文夫吉島

西村雛子新角川 1丁目

新角川 2丁目

本江

中央通り 2丁目

大光寺

秀久

政昭

芝山

中田

続税刻イド100，000 ヶ一一一清津田

固定資産税第2期分

200，000 本町 2丁目鎖国平八郎

新角川 1丁目

富山県移動商業組合理事長田畑剛佳

富山市千石町 10，000 

新角川12丁目中古衣類 35点

20，000 清次小池

国民健康保険税第1期分

7月31日納期限レコード盤 5枚

。ゎ

経団西町

石坂てい子

B15 横田
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その側ふるさと の文化財

(とど踊すが神民関といて とめきが 所所市
死持山金手耳今明今 28聞こ歌しがり、つな謡すにるい歌伝門、武今 有 指
出つ も 銀 足 も に日日日けこ詞て用、花てどにるよがろ詞え出そ士か 者在定
のも 林 財 ま き 無のはおばに)人い伴なおがは 言 る、いや ら をのをら 又
山なも宝とこ情朝ゆ日誠同 々ら 奏ど りあ、葉と起ろ踊れ送ーす約 は魚昭
路ら打家いえのまるがに行 にれもを、りせがこ源変りてる門て八 管津和
やね捨くのず日でりら御の 親 、尺も踊、りたろが化はいたのて百 せ理市二
三ばてら妻眼 暮 ドとな縁お し魚八つり 節込くか仏し、るめ人仏年 り者村十
途持お田子力とウおれと茶 ま 津 、 て もまみさら門てそ 。に達門程 込 木七
のたい畑やきなジ茶ばなの れ市太美傘 わ、ん歌に現の 踊がに前 み 年
大せて 孫かっャの つみ ての鼓し、 し 蝶 あ 詞 帰 在 時 り彼帰藤 蝶 四

以 河も やずてイみ て話 い盆、 く 笠も六るは依に代 あの依原 六 月
下な ナま る踊胡賑、多 、 。仏し至にか心しの 保 ー
略ら い 。り 弓 か せ少古こ教たつよ しをた松 存 日

ず か 歌なにん ち 代 の に こ て っ た 慰 と 若 会

仇叩4出 一'"ぷJぷ探1宝z鴇E醇伊g伊F司、〆出どr♂乍5鈴い等凶従令令令J

が だの省 日にり柄運て燈夜 に
魚けな他エ快の も ま が 動 い 、 、 早
津行使すネ適スよす、、るル寝起真
市動いべルなタく。ず読よ|むを夏

魚釈し方てギ生 l 、節ぃ書りムいなの
宮 津迦まをの|活ト気雰ぶ、もク目さ太
内市堂ししものの と持与んそ、|をつ陽
線企ーよなのみ維なの貝スのすラこてが
?画丁ういにな持るよ猷ム他が|すはま
3広目。よ対らをでい klいすをりにぶ
8報十 うしずはし充しズろがつなぶし
番室番 各て 、かよ実かにいしけがネい

広一 自も水るうしもはろいてら与七
聴号 が、、た 。 た 健 か な 朝 起 、之、月
係 心 むそめ ー康ど事はき電勺

せ
り
込
み
蝶
六

(無
形
文
化
財
)

。。

市の人口
(5月末現在)

200.75km' 

7.9km 

12，926戸

23，968人

25，751人

49，719人

臼刷/魚津田刷株式会社

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

IJ (女)

計


